
高等学校等
(SSH,SELHi,その他）

受入れ機関
（大学、研究機関）

外国人特別研究員（JSPSフェロー）
・約１６００人の若手研究者（ポスドク）

・日本各地の大学・研究機関において研究
・人文科学から自然科学まで全ての分野
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【参加希望】

【参加希望者登録】

○マッチング

（地域・希望分野等を考慮）

○必要な経費の支援

（交通費、教材費等実費の支援）

○フェローへのアドバイス

【高等学校とフェロー
で事前調整】

・講演の内容

・英語の使用

・専門性の難易度

・事前学習

【協力依頼】

実施内容
・自身の研究
・研究者になったいきさつ
・母国に関すること
等について、英語で講演

受入研究者、同僚の日本
人研究者が逐次、日本語
でポイントを解説

趣旨
☆フェローにとって
・地域社会との交流の促進
・日本の教育現場を体験
☆学校にとって
・英語で最先端の研究情報
・生徒の学習意欲促進

参加希望フェロー
（平成１７年５月３１日現在）
約１６０人のフェローが参加希望
（中国２６％、インド１３％、フランス９％、
オーストラリア・英国・カナダ５％）
・希望者のうち約４２％が母国又は
他の国で同様の取組の経験あり

先行的な取組（平成１６年度）
・埼玉県立浦和第一女子高校 理化学研究所・韓国 化学
・北海道帯広柏葉高校 帯広畜産大学・ザンビア 生物
・立命館高校 京都大学 ・オーストラリア 生物

今後の予定（平成１７年度）
・現在１校（SSH）で実施予定
・７校（うちSSH５校）で詳細について調整中
・学校関係者への周知・広報の強化
（参加希望校は随時受付中）

【有志募集】
来日オリエンテーション、
Ｗｅｂ、ニュースレターを
通じて案内・募集

【実施調整等】

実施日時、フェロー
推薦等

文部科学省

JST
（SSH関係）

連携・
協力 実 施

サイエンス・ダイアログプログラム（平成１７年度より開始 平成１６年度先行的取組）



サイエンス・ダイアログ事業の実施状況（先行的な取組） 
 
1. 埼玉県立浦和第一女子高等学校 

 実施日：平成16年12月10日（於：理化学研究所） 

 JSPSフェロー：Dr. Mina HAN 

（国籍：韓国、受入機関：理化学研究所） 

 講演内容：「化学を選んだ理由」 

 ＊講演：約30分、質疑応答：約5分 

 言語：英語（本人が適宜日本語で解説） 

 参加生徒：高校1、2年生約40人（SSHクラス他） 

 ＊SSH研修（理研見学）の一環として実施 

 

 

 

2. 北海道帯広柏葉高等学校 

 実施日：平成16年12月18日（於：帯広柏葉高等学校） 

 JSPSフェロー：Dr. Boniface NAMANGALA 

（国籍：ザンビア、受入機関：帯広畜産大学） 

 講演内容：「Tick Control by Immunization」 

（ダニに対する免疫法の開発） 

 ＊講演：約30分、質疑応答：約30分 

 言語：英語（杉本教授(受入研究者)が要点を適宜日本語で解説） 

 参加生徒：高校1、2年生41人（SSHクラス） 

 ＊SSH研究成果発表会の一環として実施 

 

 

 

3. 立命館高等学校 

 実施日：平成17年2月1日（於：立命館高等学校） 

 JSPSフェロー：Dr. Kyle Nicholas ARMSTRONG 

（国籍：オーストラリア、受入機関：京都大学） 

 講演内容：「The science behind the conservation of 

    endangered species: My experiences with  

Australian and Japanese bats」 

（絶滅危惧種保護のためのサイエンス ～オースト 

ラリアと日本のコウモリに関する私の研究体験～） 

 ＊講演：約60分、質疑応答：約15分 

 言語：英語（同僚の日本人研究者が要点を適宜日本語で解説） 

 参加生徒：高校2、3年生約39人（SSHクラス） 

＊講義の一環として実施 
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